
 

 

 

 

 

たのしい冬休み 

いよいよ子供たちが楽しみにしていた冬休みが始まります。冬休みは、年末年始の行事な

ど多くの伝統行事に触れられる良い機会でもあります。また、お手伝いや書き初めなど、冬

休みならではの課題も出しています。お子さんと一緒に楽しみながら取り組んでいただけた

らありがたいです。お身体に留意されながら、ご家族で新しい年を迎えられますよう、お祈

り申し上げます。 

《冬休みの課題》  

生活科 

「いえのしごとにちょう

せん」 

 

☆かぞくにこにこ大さくせん No.3☆のプリントに取り組み

ます。「いっしょにちょうせん」で覚えたことに、自分で挑戦

し、絵と文でかきます。その様子を写真で撮ってあげてくだ

さい。ロイロノート・せいかつ・じぶんでちょうせんの提出

箱に送るように話しました。３０秒以内の動画でもいいで

す。 

書き初め練習 

・練習用紙２枚 

・清書用紙２枚 

※本ばん用紙 １まいだけ提出です。 

※えんぴつをけずりすぎないようにし、けずったときには先

をまるくしてから書き始めるようにします。 

※けしゴムは使いません。 

※お手本は冬休み明けも使いますので、忘れずに封筒に入れ

て持たせてください。 

ふゆやすみ 

チャレンジビンゴ 

音読、計算カード、お手伝いなどにチャレンジするカードで

す。無理にすべてを体験する必要はありません。 

ご家庭の実情に合わせてやらせてみてください。 

読書 
一寺小では、週３回朝読書に取り組んでいます。朝に読書を

することで集中力がアップし、落ち着いて一日が始められて

います。今年度も冬休みに本を借りられるようにしました。

冬休み中も、午前中に読書をする「午前読書」に取り組ませ

てください。読んだ本は、ピンクの読書記録カードに記入し

ます。 
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《自由課題》   

必須ではありませんが、チャレンジするように声かけをしました！ 取り組みましたら、宿題と

一緒に持たせてください。 

 

① 漢字の復習  

冬休み明けに、いままでに習った漢字のテストをします。漢字ドリルの上巻が出題範囲

です。漢字ノートに自主的に練習をして、しっかり覚えられるようにできるといいです。 

② 計算カード 

  赤・青・黄色・緑の計算カード練習に取り組んで、なるべく暗算で答えを出せるように 

  繰り返し練習させてください。 

③ なわとびれんしゅう  

ビンゴにも入れましたが、繰り返しなわとび運動に取り組ませてください。 

 

なわとびについて 

１２月２０日（水）に「なわとびカード」が配布されたので写真をとりました。ロイロノ

ートの「たいいく」のページにありますので、冬休みの間カードの写真を確認して目標達成

に向けて取り組んでみてください。１年生は、休み明けの体育の時間から記入していきます。 

また、冬休みの間に縄の長さが適切な長さになっているか確認をして、調整をお願いしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月９日（火）から「なわとびの取組」、１月２２日（月）から「短なわギネス」が始ま

ります。冬休み明けすぐに取組が始まりますので、１月９日（火）に必ずなわとびを持たせ

てください。調整して余っている部分が長すぎて、跳ぶときに絡んで跳びにくくなっている

縄があります。その場合は、少し縄を切ってあげてください。 

 

 

 

＜縄の長さの調整方法＞ 

お子さんの使っている縄跳びを両足で踏んで、そのまま上に引っ張っ 

てください。 さらに両ヒジを直角に曲げた状態で横に開いて、へその 

辺りで縄跳びが弛み無く伸びたらちょうどよい長さです。 

ここで両ヒジが上に上がっていたら長すぎて、反対に下がっていたら 

短すぎるのでご注意ください！ 



１月９日（火）の持ち物 

・ふでばこ（硬筆鉛筆も忘れずに） ・連絡帳 ・防災ずきん ・書き初めの袋 

・冬休みの宿題 ・白衣（当番だった人） ・国語・算数の用意 ・なわとび 

※書き初めの袋には、必ずお手本を入れ、硬筆鉛筆も忘れずに持たせてください。 

 

 

《１月の予定》 

 １月９日（火） １０日（水） １１日（木） １２日（金） 

 

予定 

４時間授業 

書き初め練習 

短縄タイム始 

あいさつ運動始 

４時間授業 

朝学習 

５時間授業 

安全指導 

５時間授業 

朝読書 

給食 × ○ ○ ○ 

  

 

文章の読み取り・時計の学習について 

 

２年生に進級するとすぐに、学力調査があります。学力調査は、教師の助言なしで、決められた

時間内に問題を読み、解いていきます。読む力がないと、問題の意味も理解できず、時間内に解く

ことができません。 

読みの力は、どの教科にも不可欠です。教科書の音読だけでなく、初めて読む絵本をすらすら読

めるか、確かめたことはありますか？ぜひ、冬休みに親子で読書に取り組んでみてください。学力

の基礎となるものなので、１年生のうちにしっかり力がつくよう、ご協力をお願いいたします。 

また、針の時計で何時何分の読み方を学習しました。近年はデジタル時計が増えていますので、

アナログ時計の読み方がスムーズに理解できない児童も増えています。ぜひ、アナログ時計の読み

方についても触れてみてください。「ゲームは７時まで」「８時１０分にお風呂に入るよ」など、 

生活の中で活用できるよう、声をかけていただけるとありがたいです。 


